



























この獻を代表する立谦な表札なのです 
/佐用さん宅（柏 *13 T 目） 


西洋を.®わせる、シルエットがき 

れいな鹪の*礼 

/芝田さん宅（条崎町丨丁国） 


ほのかに通かさ V * す手づくリの 
ス T ンドグ9ス 
/八鳥さん宅（榮崤 B 了 I 丁目） 



あれ？どこか道う 56 U こんな心の 
余格が•しいですね。 



I 一番.趣がありましたが，この夏 
篆の备»で*後が*わりました， 
/增田さん宅（集螓町2 丁目> 


, -I 


因凜鲰製出 Sr :- の内接 • 衮の M 明 M 

台い >± Ri ' あ6穴じ U めて«菊 



ウイスキーのビンでお父令ん 
が作った手づくりのランプ， 
ほのかに灯っている a かさ. 
本さん宅（磷埘3丁目） 


i 遍 


畤代のが置«の餐面に残っている J うで T , 
去畤この辺リにも外人のハウスが多かったとか..， 


/小河さん宅（条崎町2 丁颺）明和9年》 


di 時の職人さんがタイルの>且含甘一つにも工夫を 
#らし. 1 ■モダーン j に执教したのでしょうか. 


/供田$ん宅{莱 W 2 丁目） 



S 渾 ttJBL の筘撩 W を今でも大拿 
に*っている， 

/和田さん宅（裹松町丨丁目） 


肖時.南口の二の阳辺に fc 多かつ 
た外人めハウスにも M 和 CT いた ■ 
/期烏さん宅（祭讀町2 丁0> 


篱大エの*供が通驀て作ったとい 
うこの* c 昭和 B 年 ft 
/山鷗ぞん宅（嚅3丁目:， 


ふと II を步いていると、寒外な 
ところに寒のおしやれを見つける 
ことがある。大正時代の~1モダ— 
ン J な西^館を思わせる、尖り屋 
根に出衮のある# r アドベンチヤ 
丨フ アミリ— の世界を思わせる、 
立派にもその家を代表する榛っ切 
れで作った表礼。先代からのもの 
を大切に It 挎 L 、 磨いて いたり、 
お父さんの日嚯大工で、子供と真 
銅に作った作 og であったり……〇 
今度の秋には小さな粋も見つけて 
みては？ 
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月刊 • え<てびあん，立 JII と語ろろ • 立川に生きよう 


通卷99巻 


真如苑だより 



三憂の 

( ft iB 動つみたて 1 

定期 M 金 



立川支店 


阴24日〜30日 

独^)会 

< komanokai > 

第3回美術展 

_ #參 

場所朝日 ギャラリー 
く 立 川ルミネ9 F > 
時間 iroo 〜沾:〇〇 
問合せ 25-4811 




立川から今度は 



パラリンビックと言えば身体障害者のスポーツ選 
手にとっては世界的スポーツの祭典。その日本代表 
としてバスケットポール日本選抜選手1◦人のうち、 
今回、立川から4人が選ばれている。スペインのバ 
ルセロナ.オリンビックに練いて今度は俺たちの番 
だとマドリード • パラリンビックへと向かった。 



あんなに厳しかつた残» 
がうそのように、秋天がひ 
ろがつてきま I た•秋たけ 
なわになると、ど•フして天 
が！11くなるのでしようか。 
「天」までの A さを計つてき 

たような .• 

苑の境内から，この立川 
の秋空を) i 上げると一段と 
布く感じられます•お S し 
ください • 


時 


loKscnra 

2時 i 4時 

■卸本#**如屯物館をはじめと 
して 映画など盛りだくさんの用意 
がしてございます , 0 • 

■お 屮し込み 
は「えくてび 

•あん•コンパ 

- I ォン J (本& 

を手® して - 
れた人) へ。 




n 語 ELlH 

P ミ — 

ユ - I 丨クな ィメ I * シを亨えていた 
この作品；大人は芄がつかないけ 
れど子供は知つているような' n 
ロボックル物語ゃョーロッパの妖 
«の話が頭の中にあってそれが出 
てく るんですね Ut 、1 t 松さんは 
語り«5めた。そラ S えば、作3 UU の 
あちこちに妖悄が0.れている U 

， L \、 . * > 1 .) ^ —^n » t 
•そばし,之< びて^;^!こ L 力 

ちなものをやつてみると而 d いん 

です。それは手入れを忘れた生け 

垠であつたり、隅に L まい忘れた 

楠木鉢であつたり…飾らないけど 

いいな■そういう•ばおつ t 诅か 

いもの•ボーズを t つてないけど、 

どこか温つたかい。そういうもの 

を探していきたいですね」 

竹松さんは I おりを細かく作-〇 

て人にプレゼントするのが趣味だ 

とい ラ。 ft る人が*しんでもらえ 

れば ' というそんな tt しさが ユ-一 

—クさを鐾生させている。 


。今ス>41|コ古'戡¥> 
n ¥ 幻目朵咚灼 n 柒々雀 
H - a - Au ? 说 ^7 r^wv 

> 背 ^ 

工「扛:}+ 

,enr • CS 冬 ax 秘今勘 

。「々遒コ相驸、 C - 雔欲 
, of . v み刺哉、 f ) r » 男欲 SWY 

n^TJa 

n 嫌 a 被 


Tyffs 逢.氏の『山靴の sj を統 
んだのはもう，ふた昔も前の こと 
だろうか**中学牛で日本の主だっ 
た山 t いう山へ登高校の時に 
«難.内足先を切断といラ«山家 
と I ては致針傷を ft った。だが， 
芳野はあきらめない。#特の X 夫 
をこらして 初 a 举を級 〇 返し、 そ 
の纪»は20を越えている"マッタ 
丨ホルン北埜«孿の一文を統んだ 
が，®山にかい者でも泯なしには 
統み切れない ♦: g 近の*迫ではァ 
メリヵの卞生が•両足の膝 F 切断 
という韦故にあいながら、自分に 
合った莪足を「発明 JI て、岩登り 
や笨山に挑んでいる。フル•マラ 
ソンにも挑戰するといラ。マラソ 
ンと いう® H は 10 キ P の 4 倍では 
ない、20キロの2倍ではない•ラ 
ンナ—によって#:なるが n — スの 
どこかで•超え難い苦境を超えな 
ければゴールが兄えない過 S 8 な棰 
目である ♦迎常 者という言 31 をよ 
く耳こする 0 tt ^- s '; さえ Iti 来な 
いことを：…〇敗 M の句いがぶん 
ぶんとする n もとも t ， 人間に 「M 
常 j などという状態はないのでは 
ないか*身汴の話で解りにくけれ 
ば rww ろ」について考えてみれ 
ばよい•どこに「健常各」がいよ 
うか ♦ひとは それぞれに与えられ 
た陣莕を超えるために今日がある 
のだ t すれば芳秆滿彦氏や*足を 
発明するアメリカの学生にくらべ 
て，私の日常は取に「ばんくら」と 
しか云ぃょぅがなぃ參«1藥っ 
ややか {: 踏めえくてびあん 
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を顆 S — て②®を祈明した③単に 
祭りの飾りだった" 
t 9 月号の答〕❸ 

相換の人 III 阿火利神社は雨乞い 
の神様。定期的にお参りに行って 
いたといぅことですが•代表で必 
死の思いで収穫の S 作を祈って， 
〇照りが校くと，何®もその道を 
通うようにしていたことから' 砂 
川三*辺〇から大山 ffl 地の東を昭 
岛方：曲へ走る逍は「大山进」とぃ 
いました。 


漢字 I 字挿入せょ 

欲の國に 
底はなし 

牛に対して 
S を弾ず 



「新しい ftEl : 
町の伝統を知って 
もらい新旧住民の 
触れ合いを深めた 
い」 t 、 S 士兒町 
5 丁目 < 山中)に 
天保九年二八三八)に作られた 
大きな「山屮氏子中奉納のば 
が 40 年ぶりにこの St かかげられま 
L た-何かを析顧したものですが 
次のどれでしようか？@その土地 
から天にも昇るような大物の挺生 


春 つばさ/ファィ • K — 

九 n 十二 3 fJt$lu 出究。出発 
nil の九 n 五： a には•都内でも指折 
りの強 Mil チ — ム， f.trj 校と壮行 
式乂 V” f フ H , こ。苻41.•色 t ず甲 
され ^ 味で A ったが、後半から 
徐々に1ゴール • 2ゴ I ル t 決め 
ていく • しかし、都内べスト4の 
保你 M 热校 U 、 さすがに強い。あき 
らめか：：ていた流れの中でミドル 
シ T 1 I 卜が鮮やかに決まる。ベン 
チから -* やった / 〇〇/ガッツポ 
1ズだ / 」と、小 ^ 5 £tf の迸 f を 
激励する ^ が飛ぶ4元 . la を出して 
やろう / 楽 I く/」〜それが ' - 1 つ 



$、全田入会へナイシュ— 
§都人会準*勝 
:^士明来大会準1¢勝 
で仝国大会へ出 
播した我らが二 
中バスケット部 n 
， IT ，^ 岡田 £!高 


.1 拢秀和 ( 4 > 岩 
下和弘 < 8 )逖手らを中心に索 

早いパスワ—クからシユ I 

卜が冴ぇた速攻で小山 E 
胬赴住5年 H にして全国- A : 

会への切符を手に I た。八中 
時代、 IL 中時代でら全 M 人会へ 
进手を送つている小山先生は「パ 
スケットは W 断力のスボ t ツなん 
です。パスをするか，ドリブルか 
瞬時の判断力がモノを3う。一つ 
には正しい判断をつけられる人に 
なつてもらえたら•それは良い人 
生においても j と；热つてくれ ； T 



アバツチ G 88 擊、ついに王者に 

初出^にして初 {* 勝を tt ったの 
は、立川アパッチのナィン■都大 
会®勝。関東大会^«:勝 。NTT 
が«勝と*この«3つのメダルを 
手に L た。けれど，はじめから|« 
勝するには決して冇利なチ—ムで 
はなかった*キヤブナンの斉 a 
雄太君{サ|ド r 宇出川和 
成君{キヤツチヤ村 
出裕君{シ 9— 卜)の3 
人は小宁一年牛からの6年 
口のトリォ“ 3人では野球は 
できないからと^ ii をチーム {: 
读ラところから始ま<>た。6年問 

fe : hl « •日 IK 

とすべての[4: 

みを野球!:あ 
ててきた小さ 
な##の*が 

一瞭光った** 



ばさクラブ j のモット—なのだ。 

今までのパラリンビックは肢体 
不 A 由者のための大会であったが 
今回から W 神«弱者®門が蓮生。 

立川養 M 学校をはじめ、都内 5 
っの* ill 学校の在校生や t 業生で 
三年前、結成したチーム「つばさ 
クラブ」が、1搔乘りで n , 木代表 
の座を推得した**毎 ffluw の午前 
10 時から午後 5 時 i で練 » 。13内 
のチ—ムではもちろん tt 強で弈通 
商校のバスケット部とも T ?. 角に败 
ぇる実力。そんな自信が、去年の 
スペシャルオリンピックの出場に 
統き•今：2のパラリンピックへ t 
さらに大きく萎を広げた* 

• IV 卜 , J I K でガッツポ—ズを 

试合が終わると•応援にやって 
来たお14さんたち U ょるジユース 
の差入れ。嫔 I そぅにそれを飲む 
进手たち。明日は実業 M チ—ム日 
本紙*との壮 fr 試合が侍<>ている 
のだ"有カチ—ムとの试合の段 ite 
りに余念がない。小！ FE 俘と細 S 
先生<小«6£督は板檢*¥8学校、 

細田先生は立川養 SI 学校の教渝で 
ある。 1-. B *!:: の授笼が終わると« 
"から: A い- r 送乎た〜そ 1 :|>违 I I 
て今日も都内での試合にや-0て來 
た"できるだけの時問を进手たち 
と一緒に遇ごしてきた。お母さん 
たちの斧入れ t 毎 IH 1 である。そん 
な優しさを一杯1:受けて、「つばさ 
クラブ」は、卩本代表になり•今、 
世羿へ挑む。マドリ|ドでは敁商 
のガッッボ—ズを a せて欲しいも 
のだ。 
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